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Abstract. This paper reports on the 11th overseas teaching practicum in the U.S. 12 
students joined this year’s program and they observed and conducted lessons in 
English in three local public schools in North Carolina after careful and repeated 
preparation sessions in Japan. Many of them did lessons on crosscultural 
understandings and a few taught subject contents. Through the trail to convey 
messages in English, their foreign language, students learned the role of verbal and 
nonverbal language and the more universal way to explain topics to children who are 
unfamiliar with what re taught. And they also learned and noticed the cultural 
differences and similalities between the two countries. It seemed that students 
realized that the two countries share many things in common such as what chidren are 
like, teachers’ attitude toward children and challenges they are facing, and people’s 
kindness. These learning was no substitute experience for the participants and it is 
hoped that their experience will be passed to the next generation when they become 
teachers.  
 















前教材研究に始まり，9 月 15 日～25 日の現地で
の教育実地研究（米国ノースカロライナ州グリー
ンビル市内にある 3 つの公立小・中学校での授業 
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材完成と最終レポートの作成，そして 12 月 20 日
には全員による研究成果発表会を実施した。 


















4 月  6 日（木） 本授業の概要と計画説明 
4 月 27 日（木） 授業研究テーマ事例の考察およ
び渡航のための諸手続きの確認 
5 月 23 日（火） 授業研究テーマ案の交流・設定 
6 月  7 日（水） 学習指導案の検討（1） 
6 月 13 日（火） 学習指導案の検討（2） 
6 月 28 日（水） 学習指導案（英語版）の検討（1） 
7 月  3 日（月） 学習指導案（英語版）の検討（2） 
7 月 8 日（土） 第 13 回学校間交流国際フォー
ラム参加 
7 月 9 日（日） 2017 年度「体験型海外教育実地
研究」授業研究ワークショップ
参加 
8 月  7 日（月） 学習指導案・教材・教具の検討
および渡航のための諸手続き 
9 月  4 日（月）準備状況の確認，教材集・報告
書の作成・報告会についての確
認，渡航に関する書類提出 
9 月 11 日（月） 渡航前最終打合せ 
9 月 15 日（金）～9 月 25 日（月） 米国におけ 
る「体験型海外教育実地研究」 




9 月 15 日（金） 広島出発，成田泊 
9 月 16 日（土） 成田出発，米国ノースカロライ
ナ州ローリー到着 
9 月 17 日（日） グルーンビル到着，授業準備お
よび授業打合せ 




9 月 19 日（火） グリーンビル現地学校訪問（授
業実施） 
9 月 20 日（水） イーストカロライナ大学の授業
参加，ローリーへ移動 
9 月 21 日（木） イクスプローリス中学校・小学
校見学 
9 月 22 日（金） ローリー市内（博物館等）研修，
ワシントンへ移動 
9 月 23 日（土） ワシントン（スミソニアン博物
館等）研修 
9 月 24 日（日） ワシントン出発，機内泊 








































A 3 異文化理解 
Let’s find the goodness of “Fall” ! 
B 3 異文化理解 
Let’s enjoy Rakugo ! 
C 4 異文化理解 
Let’s learn about “oshogatsu” and 
enjoy “fukuwarai” 
D 4 異文化理解 
Let’s tell your future dream to 
Japanese Children ! 
E 4 異文化理解 
Let’s play paper sumo ! 
F 5 体育 
Let’s dance “Soran” ! 
G 5 異文化理解  
Let’s make an original “furin” ! 
H 5 理科 
How interesting dragonflies are ! 
I 7 異文化理解 
Let’s create your own Mononoke ! 
J 7 異文化理解 
Let’s create an original 4-koma 
manga ! 
K 8 異文化理解 
Let’s create the “History Karuta” 
L 8 異文化体験 























































第３学年 異文化理解 “Let’s find the goodness of ‘Fall’ !”  

















































第３学年 異文化理解 “Let’s enjoy Rakugo !”  











あることを示し，アメリカンジョークを 2 つ実演した。 
(2) 展開 1 では，日本の落語「猫の皿」を英語でパワーポイントを併用しながら実演した。 
(3) 展開 2 では，子どもたちに短い英語落語のスクリプトを配布し，グループで練習した後，クラ 
ス全体の前で実演させた。 
































第３学年 異文化理解 “Let’s learn about ‘oshogatsu’ and enjoy ‘fukuwarai’ !” 











































第４学年 異文化理解 “Let’s tell your future dream to Japanese Children !” 
教育学研究科 教職開発専攻 教育実践開発コース 泉 沙希  
 
１ ねらい 
 日本では 20 歳で成人になる。10 歳は 20 歳の半分であり，将来について考えるいい機会であろう。
ゆえに小学 4 年生において，①自身の将来の夢について考えること，②アメリカと日本の子どもの
将来の夢を比較することによって，共通点と相違点を考えること，の 2 点をねらいとした。また，
日本の小学 4 年生が将来の夢を書いた作品を，アメリカの小学 4 年生に提示・贈呈し，アメリカの








































第４学年 異文化理解 “Let’s play paper sumo !” 
















































第５学年 体育 “Let’s dance ‘Soran’ !” 










   いる。何を表した動きかを考え，踊るときの手立てとなるよう，4 択クイズにして考えた。 
(3)「どっこいしょどっこいしょ」「ソーランソーラン」のかけ声を日本語でかけながら，音に合わせ 
  て踊った。ポーズで終わることで，一体感と達成感を感じることができると考え，最後の部分を 

































第５学年 異文化理解 “Let’s make an original ‘furin’ !” 










   こと，最近まで日本は夏だったことを，スライドショーを用いて説明した。 
(2) 日本の夏の音として 5 つの音（海，花火，カエル，セミ，風鈴）を聞かせ，それぞれ何の音か 
   を，クイズ形式で当てさせた。 
(3) 風鈴について，アメリカでは「ウィンドチャイム」と呼ばれていることを説明し，写真を見せな 
   がら，家のドアの前や窓の外にかけられるものであることを説明した。 
(4) 授業者が事前に作成しておいたオリジナル風鈴を見せ，音（今回は鈴の音）を聞かせた。その上 
   で，日本人はこの音を聞くと涼しく感じることを伝え，なぜそうなのかを考えさせた。 
(5) オリジナル風鈴の作り方と短冊に書く漢字について説明し，一人一つ，オリジナル風鈴を作る活 






























第５学年 理科 “How interesting dragonflies are !” 








  日本の秋の田んぼには多くのトンボが飛び交い，日本人の好む昆虫の第 4 位にアキアカネが選
ばれていることや，戦国時代の武将が勝利の象徴として鎧兜にトンボ（勝ち虫）を飾ったり，昔
から子供達が竹とんぼで遊んだりしていたことなど，トンボに関する日本文化を紹介する。 
(2) オニヤンマ(約 15 ㎝)と同じ大きさのバランストンボを作成し遊ぶ。 
   トンボが枝の先にとまるという習性を伝えた後，その習性を表すように，トンボの頭の一転で
自らの体を支える，画用紙に印刷されたバランストンボ（オニヤンマ）を各自に渡し，ハサミで
切り抜かせ，指先にとまらせるなどして自由にバランスをとって遊ばせる。 
(3) 3 億年前のトンボ(約 75cm)と同じ大きさのバランストンボの羽を動かしバランスをとって遊ぶ。 
 発泡スチロールでできた 75cm の大きなトンボをグループごとに渡し，トンボの頭の一点でバラ
ンスがとれるよう羽を自由に動かしバランスをとって遊ばせる。その後，実物大に印刷した化石





























第７学年 異文化理解 “Let’s create your own Mononoke !” 




















 本授業の成果は 2 点ある。1 点目は，日本に対する生徒の理解を深めることができたことである。 
日本の正確な位置についてもよく知らない生徒たちであったが，物怪の絵に興味を示し，授業に積 
極的に参加をしてくれた。物怪を通じて，日本のイメージを膨らませることができた様子であった。 










員が参加し，思考を働かせるような課題設定と指導の工夫であることが分かった。C.M. Eppes  








第 7 学年 異文化理解 “Let’s create an original 4-koma manga !”    








(2) 日本の 4 コマ漫画を紹介し，一般的な起承転結の物語構造を説明し，バラバラにした 4 コマ漫 
画を物語になるように考え，並び替えさせる。 





































第８学年 異文化理解 “Let’s create the ‘History Karuta’ ” 
















































第８学年 異文化理解 “Let’s  introduce  our  school !” 




  2.日本とアメリカの学校の共通点や相違点を知る。 
  3.自分の学校の良さに気づく。 
 
２ 概要 
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